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資料1 意見聴取結果について



全体スケジュール
R5 R6 R7

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

l 第1回審議会
l 市役所若手職員ワークショップ

l 第2回審議会

意見募集

小中学生への意見募集

l 市民ワークショップ
l 中学生の総合的な学習

パネル展示＆シール投票（アピタ・中央図書館）
l パネル展示＆フリップ写真（お散歩市）

1

l 第3回審議会
子育てに関する取組アンケート

Instagramフォトコンテスト

l 日本語かいわ会
l ガールスカウト静岡第104団
l ラブ＆スマイル

l もくせい苑
l IZUハンドスタンプアートプロジェクト

l 市役所新規採用職員研修（総合計画）

l 第4回審議会
l 第5回審議会 (素案の検討)

l 第6回審議会 (原案決定、市長答申)l 議会
(報告)

(報告)
l 披露

パブコメ
l 議会 準備期間

意見聴取を集中的に実施

団体ヒアリング等を経て
幅広い層への意見聴取を実施

意見聴取に関する項目
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意見聴取先一覧2

若手職員ワークショップ

市民ワークショップ

意見募集（市民）

意見募集（小中学生）

パネル展示＆投票

パネル展示＆フリップ写真

大仁中学校

韮山中学校

日本語かいわ会・国際交流協会

ガールスカウト

もくせい苑

ハンドアートプロジェクト

ラブ＆スマイル

子育てに関する取組アンケート

新規採用職員研修（総合計画）

若年／市職員

まちづくり団体

市民

小・中学生

市民

中学生

市民

中学生

外国人

女性／子育て世代／市外

障がい

障がい

障がい

女性／子育て世代

若年／市職員
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属性分類 意見聴取方策／ヒアリング団体 内容

市役所の若手職員から成る市制20周年記念事業検討委員会を対象に“伊豆の国市民憲章
(案)を考える”をテーマにワークショップを実施。10名

参加者 または意見数

14名

21件

1,329件

674票（337名）

25件

3年生（個人学習9名）

3年生（班別学習）

まちづくり団体の推薦者と公募市民から成る参加者14名が3グループに分かれた上で、
“伊豆の国市の未来を考える”をテーマにグループ討議を実施。
広く市民から“伊豆の国市に対する想い”を募集。意見募集とあわせてチラシを活用した
周知を実施。
市内の小学5～6年生、中学1～2年生を対象に意見募集を実施。
生徒のタブレット端末を活用し、WEB形式（LoGoフォーム）で回答。
アピタと中央図書館で市民憲章のパネル展示を実施。
パネル展示とあわせて、シール投票形式での意見聴取を実施。
温泉場お散歩市で市民憲章のパネル展示とあわせてフリップ写真の撮影を実施。
フリップには“伊豆の国市のすきなところ”を記入していただき、写真を撮影。
大仁中学校の3年生が総合的な学習の時間で“伊豆の国市の未来を考える”をテーマに、
学習及び発表を実施。
韮山中学校の3年生が総合的な学習の時間で“伊豆の国市の未来を考える”をテーマに、
学習及び発表を実施。

13名 国際交流協会員、外国籍（中国、台湾、シンガポール、ベトナム、ネパール、コロンビア）の市民
から意見聴取を実施。
ガールスカウトの保護者会に出席の上、意見聴取を実施。
市外在住者や結婚を機に市外から転入した方の意見も取り込む。12名

1名（代表者）

11名

3名

発達障がいの保護者サークル団体の代表者に意見聴取を実施。
代表者は市の発達障がい者相談員を務める。

もくせい苑（就労継続支援B型事業所）の保護者会に出席し、意見聴取を実施。

ハンドアートプロジェクトの代表者及び関係者から意見聴取を実施。

149件

15名

子育て世帯に対するアンケートを通じて、本市の子育て環境に対する満足度や魅力、
要望などの意見を聴取。
新規採用職員に対する総合計画の研修で、“未来の伊豆の国市の姿”についてのグループ
ワークを実施した。若年／市職員

2＋「＃いずのくにぐらし」Instagramフォトコンテスト
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団体ヒアリングの概要3

参考資料１ 市民憲章の策定に向けた意見聴取結果の9～17ページを参照ください


